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昨
年
、
１１
月
２０
日
付
け
で
、
図
ら

ず
も
教
育
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
前
水
越
教
育
長
と
同
様

に
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
今
日
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
新

た
な
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
教
育

内
容
の
改
善
の
方
向
性
が
示
さ
れ
る

な
ど
、
教
育
改
革
が
大
き
く
進
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

総
合
計
画
と
整
合
を
図
り
策
定
さ
れ

た
第
２
次
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
が
、
本

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
生
き
る
力
」
「
共
に

生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
み
、
め
ざ
す
子

ど
も
の
姿
「
輝
く
よ
っ
か
い
ち
の
子
ど

も
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
経
済
の

停
滞
・
縮
小
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
一

方
、
経
済
・
社
会
・
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
の
情
報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
的
確
に
対
応
し
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
確
か
な

学
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
さ
ら
に
、
い
じ
め
や
差
別
の
な

い
誰
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校

づ
く
り
が
基
盤
と
な
る
こ
と
に
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
保
護
者
・
地
域
へ
も
積
極
的
に

情
報
発
信
し
、
地
域
で
子
ど
も
を
見
守

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
社
会
全
体
で

学
校
の
教
育
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
教
育
関
係
者
は
も

と
よ
り
、
市
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の

方
々
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

総
合
的
に
判
断
し
て
、
今
後
の
教
育
行

政
を
推
進
し
、
「
教
育
の
ま
ち
よ
っ
か

い
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
学
校
施
設
や
社
会
教
育
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
の
整
備
及
び
そ
の
運

営
に
関
し
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

計
画
的
に
そ
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

今
日
、
本
市
の
教
育
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
学
校
統
廃
合
を
含
め
た
学
校
規

模
適
正
化
や
中
学
校
新
設
な
ど
の
重

要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
り
携
わ
っ
て
き
た
行

政
各
分
野
に
お
け
る
知
識
や
経
験
を

最
大
限
活
か
し
、
市
長
部
局
と
連
携
、

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
更
な
る
自
己
研

鑽
に
努
め
、
そ
れ
ら
の
諸
課
題
を
一
つ

一
つ
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

教
育
行
政
に
対
す
る
思
い 

教
育
長  

田
代 

和
典 
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教育支援課 特別支援教育・相談グループより 

 
 
 
 
 
 
 「ストレスって，からだに悪いことばかりじゃないんだね！自分を成長させるもので

もあるんだ！」 

「ストレスを自分なりの方法で発散していくことが大事なんだね」 

 
 
 「ストレスが大きすぎて，自分でどうしようもなくなったら，誰かに相談することが

大切なんだね」                （授業を受けた生徒の感想より） 
 
 
 今年度，YESnet では，要望のあった中学校に

出向いてストレスケアの授業を行ってきました。 

 ささがわ通り心・身クリニックの精神保健福祉

士の宮越さんがスクリーンを使ってストレスケ

アについて話し，四日市市保健所の保健師の井倉

さんが，ストレス解消の方法を伝えました。 

 

 
＜出前授業を行った学校＞ 

橋北中学校（２・３年生） 

 南中学校 （１・２年生） 

 保々中学校（全学年） 

 大池中学校（１･2 年生） 

 
 
 
 
 
 
 

 塩浜中学校（全学年）1 月 24 日の予定 

子どもの心の健康を保つためには，子ども自身が日ごろから，自分の体や心の状態を知って

おくことが必要です。そして，自分なりのストレス解消法を見つけ，ストレスを受け止めたり

流したりしながら，ストレスとうまく付き合っていくことが大事です。 

「それでも，自分のよくない状態が長く続いたら，誰かに早めに相談しましょう」と相談場

所を紹介していただきました。 
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中学校内の研修会に「YESnet 出前研修＆相談」として YESnet のスタッフが出向き，講義

と相談を行いました。前半は「思春期の特徴とこころの病について」の講義を行い，YESnet

 
 
 

                   の活用について説明しました。後半は，インシデン

トプロセス法を用いた事例検討会や日ごろ気にな

る生徒の様子について相談する時間を持ちました。

〈出前研修＆相談を行った学校〉 

羽津中学校 

笹川中学校 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

参加者の感想 

今年度は，YESnet ケース会議で６件の事例検討を行いました。学校ができることは何か，どの

専門機関につなげたらよいかを話し合い，医療に繋がったケースもありました。現場の困り感とし

ては，「保護者に医療を勧めるべきかどうか判断しづらい，またどういうタイミングで勧めたらよ

いかわからない」という声が最も多いです。そういう悩みを，保健所，ささがわ通り心・身クリニ

ック，教育委員会とともに一緒に考えていく場が YESnet ケース会議です。まずは，教育支援課ま

でご相談ください。 

インシデントプロセス法での事例検討会は，情報共有ができ，全員が発言しやすいのでよい

と思った。回数を重ねて理解を深めたい。 

課題を抱える生徒に対して，教師個人の思いだけで対応するのではなく，様々な立場や見方

からの考察を加えることがとても重要であり有効であると再確認できた。個々の教師で抱え込

まずに，共通理解や連携することで，教師集団で対応できる組織となっていけるように，今後

も実践していきたい。 

生徒の中に見られる過呼吸やリストカット等に対する対処法や心構えがわかってよかった。

過呼吸が精神的影響によるところが大きいことがよくわかった。 
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教育支援課 研修・研究グループより 
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いよいよ 3 学期。次年度へ向けてまとめや振り返りを進めて 

行く時期です。この 1 年間の自分を振り返ってみましょう。 

年度始めや研修終了ごとに記入してきた「個人年間取組計画と評価」を使って，自己

評価し，次年度へつなげましょう！

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤い部分を記入します！ 

★ 2 つの観点から 1 年間を振り返ってみましょう！ 

 

 

校園外研修で学んだ内容を指導や職務に生

かしていますか？研修をきっかけに，自分の

どこを変えましたか？ 

研修は，自分に「できるか・できないか」

ではなく，自分が実際に「やってみる」こと

ではじめて効果が表れます。今年度の自分の

「学び」と実践を客観的に分析することは，

来年度の計画にもつながっていきます。 

「学び」を実践に生かしたか 
 

 

２年目を迎えた若手教員研修（経験１～２

年目）とミドルリーダー教員研修。若手教職

員は他の教職員から学び，ベテラン教職員は

自分の技術を伝え，若手教職員を育てていく

ことも必要です。校園内研修や実際の仕事の

中で，あなたは，職場の同僚とどのような「学

び合い」ができましたか？「自己相互研鑽の

ために」も活用して振り返りましょう。 

職場で「学び合い」ができたか 

下記の 2 つの観点から自分の姿を振り返

ります。「個人年間取組計画と評価」の赤い

部分（左図）を記入して，１年間の総括を

しましょう。記入した評価シートは研修で

集まった資料とともに，ポートフォリオに

しておくと，今後も使える財産になります。

★ 「振り返りと内省」に取り組む時間を確保しましょう！ 
 本年度の研修総括の時期です。校園内研修の時間の中で，ぜひ「個々の振り返りと内省」の時間を

設けてください。「みんなで上記取組シートに書き込む」あるいは「１年間の振り返りをグループで

シェアする」「互いに評価しあう」等，じっくり考えることが大切です。ＰＤＣＡのＡ（次年度への

アクション）が見えるような研修会を設定しましょう。それらの様子を参考にしながら，次年度の研

修計画へとつなげます。 

振り返りを生かそう 

Yokkaichi city Education Center 


